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四 半 期 報 告 書

１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開

示用電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁

を付して出力・印刷したものであります。

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四

半期レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書

を末尾に綴じ込んでおります。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第３四半期
連結累計期間

第47期
第３四半期
連結累計期間

第46期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2020年４月１日
至 2020年12月31日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (千円) 7,859,674 8,259,550 10,878,661

経常利益 (千円) 979,539 998,949 1,075,247

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 645,321 669,585 734,855

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 769,188 841,718 728,080

純資産額 (千円) 13,074,473 13,083,350 13,033,140

総資産額 (千円) 16,676,244 17,707,719 17,408,817

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 197.38 208.71 224.88

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 77.2 72.7 73.7

回次
第46期

第３四半期
連結会計期間

第47期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 63.51 88.63

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社につきましても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

　

(1) 経営成績

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ＣＯＶＩＤ-１９感染拡大により停滞していた経済活動も徐々

に活動再開され持ち直しの動きがみられたものの、病床のひっ迫等により景気は厳しい状況で推移しました。

このような環境のもと当社グループは、徹底した感染防止策を講じつつ引き続き営業力の強化に注力するととも

に、医療・介護・福祉等の現場で、蓄積した各種ノウハウを活用し、多様化する顧客ニーズに即した迅速な対応に

努めてまいりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、連結売上高は8,259百万円（前年同四半期比5.1%増）、連結

営業利益は990百万円（前年同四半期比4.1%増）、連結経常利益は998百万円（前年同四半期比2.0%増）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は669百万円（前年同四半期比3.8%増）となりました。

　

セグメント別の概況は、次のとおりであります。

①医療用ガス関連事業

当部門は、ＣＯＶＩＤ-１９が世界規模で発生し、医療機関の外来・入院・手術・検査等が減少し、医療用酸素・

医療用二酸化炭素の出荷量に影響を及ぼしました。このような環境のもと、ＣＯＶＩＤ-１９の感染症対策商材の拡

販に注力してまいりました。また、原価を意識した製品価格の見直しや、ランニングコスト全般の経費効率化に取

り組んでまいりました。

これらの結果、売上高は2,402百万円（前年同四半期比4.5%減）、セグメント利益は295百万円（前年同四半期比

29.4%増）となりました。

②在宅医療関連事業

当部門は、医療需要の伸びが顕著な「ＣＰＡＰ」（持続陽圧呼吸療法）が順調に推移したほか、自社開発の高機

能リモコン「パレッツ」を搭載した酸素濃縮器「ＷＥＳＴＥＬＬＡ（ウィステラ）」が、市場への浸透と新規顧客

の獲得に貢献いたしました。また、次世代ヘルスケアとして、情報通信機器を用いた様々な医療サービスが期待さ

れる中、医療従事者と患者様の新しい懸け橋として、また、医師不足や遠隔地等、急速に高まる医療需要への対応

として「オンライン診療システム」の提供を推進してまいりました。

これらの結果、売上高は3,623百万円（前年同四半期比6.4%増）、セグメント利益は408百万円（前年同四半期比

21.4%減）となりました。

③医療用ガス設備工事関連事業

当部門は、医療用ガス設備工事、メンテナンスと医療機関への消火設備工事の施工管理を行っておりますが、医

療用ガス設備工事は、建築計画の縮小・延期があり昨年並み、消火設備工事においては、補助金事業開始から６年

が経過し該当物件が減少傾向、またＣＯＶＩＤ-１９感染防止のため医療機関への訪問が限られメンテナンスの延

期・中止により事業環境は厳しい状況で推移しました。

これらの結果、売上高は598百万円（前年同四半期比10.2%増）、セグメント利益は63百万円（前年同四半期比

25.0%減）となりました。
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④介護福祉関連事業

当部門は、介護福祉関連機器のレンタル及び販売部門において、地域包括支援センターや居宅介護支援事業者へ

の継続的な営業活動が奏功し、レンタル売上が順調に推移いたしました。また、訪問看護事業所は、「星医療酸器

訪問看護・リハビリステーション巣鴨」（東京都文京区）、「星医療酸器訪問看護・リハビリステーション阿佐ヶ

谷」（東京都杉並区）、「星医療酸器訪問看護・リハビリステーション王子」（東京都北区）の３拠点を事業基盤

として、地域へのPR活動強化による認知度アップとスタッフの増員など運営体制の充実が奏功し、順調に推移いた

しました。

これらの結果、売上高は607百万円（前年同四半期比13.2%増）、セグメント利益は103百万円(前年同四半期比

128.0%増）となりました。

⑤施設介護関連事業

当部門は、有料老人ホーム「ライフステージ阿佐ヶ谷」（東京都杉並区）は、24時間看護師常駐、地元医療機関

との連携、徹底したＣＯＶＩＤ-１９の感染拡大防止と状況に応じた付加価値サービスの提供を進め、あわせて、人

材の確保・育成体制の強化に注力いたしました。また、入居者様の多様化を把握したうえで、入居者様、ご家族様

へ「安心」と「安全」をお届けし、入居率の向上に努めました。また、通所介護施設「あしつよ・文京」（東京都

文京区）、「あしつよ 巣鴨」（東京都豊島区）、「あしつよ 王子」（東京都北区）は、地元に密着したサービ

スの提供と顧客ニーズの多様化に応じ、稼働率アップに努めました。

これらの結果、売上高は271百万円（前年同四半期比7.2%増）、セグメント利益は17百万円（前年同四半期比

357.5%増）となりました。

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は17,707百万円（前連結会計年度末比298百万円増）となりました。これは

主に、現金及び預金が93百万円、たな卸資産が178百万円、有形固定資産が59百万円、投資有価証券が141百万円増

加し、受取手形及び売掛金が225百万円減少したこと等によるものであります。

負債合計は4,624百万円（前連結会計年度末比248百万円増）となりました。これは主に、流動負債その他のうち、

未払費用が89百万円、リース債務が75百万円、固定負債その他のうち、リース債務が61百万円、預り入居一時金が

60百万円増加し、未払法人税等が40百万円、賞与引当金が44百万円減少したこと等によるものであります。

純資産は13,083百万円（前連結会計年度末比50百万円増）となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四

半期純利益の計上と配当金の支払い等により利益剰余金が506百万円、その他有価証券評価差額金が155百万円増加

したこと、及び、公開買付けによる取得により自己株式が628百万円増加したこと等によるものであります。

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間に研究開発費として16百万円支出しております。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,500,000

計 8,500,000

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2020年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2021年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,420,000 3,420,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード)

株主としての権利内容に
制限のない、標準となる
株式であり、単元株式数
は100株であります。

計 3,420,000 3,420,000 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年10月１日～
　 2020年12月31日

― 3,420,000 ― 436,180 ― 513,708

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 ―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

157,200

完全議決権株式(その他)
普通株式

32,576 同上
3,257,600

単元未満株式
普通株式

― 同上
5,200

発行済株式総数 3,420,000 ― ―

総株主の議決権 ― 32,576 ―

(注)１. 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式76株が含まれております。

２. 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(2020年９月30日)に基づく株主名簿による記載をして

おります。

② 【自己株式等】

2020年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社星医療酸器

東京都足立区入谷
７―11―18

157,200 ― 157,200 4.6

計 ― 157,200 ― 157,200 4.6

（注）当社は、2020年８月25日開催の取締役会決議に基づき、2020年10月16日付で、自己株式192,400株の公開買付け

を実施しております。この結果、当第３四半期会計期間末日現在における自己株式数は349,700株（単元未満の

自己株式を除く）、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は10.2％となっております。

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2020年10月１日から2020

年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表

について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,437,834 7,531,408

受取手形及び売掛金 2,302,568 2,076,587

たな卸資産 110,283 289,093

その他 92,363 136,605

貸倒引当金 △4,985 △1,724

流動資産合計 9,938,063 10,031,970

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,076,725 1,010,448

土地 3,323,904 3,261,037

その他（純額） 1,235,187 1,424,231

有形固定資産合計 5,635,816 5,695,717

無形固定資産 16,781 9,543

投資その他の資産

投資有価証券 862,421 1,003,483

その他 957,515 968,771

貸倒引当金 △1,781 △1,766

投資その他の資産合計 1,818,155 1,970,488

固定資産合計 7,470,754 7,675,749

資産合計 17,408,817 17,707,719

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,822,412 1,807,602

未払法人税等 200,213 159,954

賞与引当金 115,836 71,800

その他 1,015,628 1,220,988

流動負債合計 3,154,090 3,260,345

固定負債

役員退職慰労引当金 737,580 757,770

長期預り保証金 5,203 5,145

その他 478,803 601,108

固定負債合計 1,221,586 1,364,023

負債合計 4,375,677 4,624,368
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 436,180 436,180

資本剰余金 513,708 513,708

利益剰余金 12,048,418 12,554,867

自己株式 △359,474 △987,846

株主資本合計 12,638,831 12,516,909

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 148,755 304,456

退職給付に係る調整累計額 46,506 56,902

その他の包括利益累計額合計 195,261 361,358

非支配株主持分 199,047 205,083

純資産合計 13,033,140 13,083,350

負債純資産合計 17,408,817 17,707,719
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

　【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 7,859,674 8,259,550

売上原価 3,731,951 4,033,904

売上総利益 4,127,723 4,225,645

販売費及び一般管理費 3,176,566 3,235,179

営業利益 951,157 990,466

営業外収益

受取利息 2,110 2,029

受取配当金 16,743 15,501

受取保険金 8,349 2,020

受取家賃 6,686 7,663

仕入割引 2,262 3,789

その他 2,560 6,343

営業外収益合計 38,712 37,348

営業外費用

支払利息 6,540 3,796

災害による損失 ― 2,200

自己株式取得費用 ― 21,329

その他 3,789 1,538

営業外費用合計 10,330 28,865

経常利益 979,539 998,949

特別利益

固定資産売却益 ― 27,230

資産除去債務戻入益 18,704 ―

その他 74 ―

特別利益合計 18,778 27,230

特別損失

固定資産売却損 421 14,702

固定資産除却損 32,938 19,370

ゴルフ会員権評価損 9,550 ―

投資有価証券売却損 ― 1,061

特別損失合計 42,909 35,134

税金等調整前四半期純利益 955,408 991,046

法人税等 306,231 317,733

四半期純利益 649,177 673,312

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,855 3,726

親会社株主に帰属する四半期純利益 645,321 669,585
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【四半期連結包括利益計算書】

　【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純利益 649,177 673,312

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 125,388 157,672

退職給付に係る調整額 △5,376 10,733

その他の包括利益合計 120,011 168,406

四半期包括利益 769,188 841,718

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 764,968 835,683

非支配株主に係る四半期包括利益 4,219 6,035
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

減価償却費 503,578千円 560,164千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月13日
取締役会

普通株式 99,083 30.00 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

2019年11月８日
取締役会

普通株式 81,569 25.00 2019年９月30日 2019年12月６日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

　 株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

当第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月29日
取締役会

普通株式 81,568 25.00 2020年３月31日 2020年６月30日 利益剰余金

2020年11月９日
取締役会

普通株式 81,568 25.00 2020年９月30日 2020年12月４日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

当社は、2020年８月25日開催の取締役会決議に基づき、2020年10月16日付で、自己株式192,400株の公開買付け

を実施しております。この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が628,186千円増加し、当第３四半

期連結会計期間末において自己株式が987,846千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計医療用ガス
関連事業

在宅医療
関連事業

医療用ガス
設備工事
関連事業

介護福祉
関連事業

施設介護
関連事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

2,516,809 3,403,562 542,823 536,855 253,273 7,253,324 606,349 7,859,674

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― 74,956 ― ― 74,956 ― 74,956

計 2,516,809 3,403,562 617,779 536,855 253,273 7,328,280 606,349 7,934,630

セグメント利益 228,655 520,124 85,172 45,392 3,900 883,245 67,911 951,157

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、看護学校関連事業、医療器具関連事

業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計 883,245

　「その他」の区分の利益 67,911

　セグメント間取引の消去 ―

　四半期連結損益計算書の営業利益 951,157

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計医療用ガス
関連事業

在宅医療
関連事業

医療用ガス
設備工事
関連事業

介護福祉
関連事業

施設介護
関連事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

2,402,492 3,623,026 598,339 607,858 271,579 7,503,296 756,253 8,259,550

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― 65,913 ― ― 65,913 ― 65,913

計 2,402,492 3,623,026 664,252 607,858 271,579 7,569,209 756,253 8,325,463

セグメント利益 295,980 408,860 63,909 103,511 17,844 890,105 100,360 990,466

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、看護学校関連事業、医療器具関連事

業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計 890,105

　「その他」の区分の利益 100,360

　セグメント間取引の消去 ―

　四半期連結損益計算書の営業利益 990,466

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 197円38銭 208円71銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 645,321 669,585

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

645,321 669,585

普通株式の期中平均株式数(株) 3,269,471 3,208,143

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第47期（2020年４月１日から2021年３月31日まで）中間配当については、2020年11月９日開催の取締役会におい

て、2020年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

　 ① 配当金の総額 81,568千円

　 ② １株当たりの金額 25円00銭

　 ③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2020年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

　



　



独立監査人の四半期レビュー報告書

2021年２月８日

株式会社星医療酸器

取締役会 御中

太陽有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 竹 原 玄 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 髙 田 政 憲 印

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社星医療

酸器の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュ

ーを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社星医療酸器及び連結子会社の2020年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュ

ー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　



　



・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

以 上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

　



　



【表紙】

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2021年２月10日

【会社名】 株式会社星医療酸器

【英訳名】 HOSHI IRYO-SANKI CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 星 幸男

【最高財務責任者の役職氏名】 ――――――――

【本店の所在の場所】 東京都足立区入谷七丁目11番18号

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

株式会社星医療酸器 神奈川事業所

（神奈川県綾瀬市早川字上原2647番地27号）

株式会社星医療酸器 千葉支店

（千葉県千葉市稲毛区山王町305番地10）

株式会社星医療酸器 埼玉営業所

（埼玉県桶川市赤堀二丁目13番地）

株式会社星医療酸器 名古屋支店

（愛知県小牧市大字舟津1298番地）

株式会社星医療酸器 大阪営業所

（大阪府交野市私部西五丁目32番25号）

株式会社星医療酸器 尼崎営業所

（兵庫県尼崎市東難波町二丁目１番５号）

　



１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役社長星幸男は、当社の第47期第３四半期（自 2020年10月１日 至 2020年12月31日）の四半期報

告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。

２ 【特記事項】

確認に当たり、特記すべき事項はありません。
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